
上流工程の要件定義不備がプロジェクト失敗の主要因

『日経コンピューター』(2018年3月1日号)によると日本国内のソフトウェア開発プロジェクトの
約半数は失敗に終わっています。そして、その主要因は、上流工程の要件定義の不備です。
また、JUASの「ソフトウェアメトリックス2016」でも、プロジェクト工期遅延の最大要因は、要
件定義にあるとしています。

昨今のITプロジェクトは、顧客体験(CX)や、新しいビジネスやサービスを創出するイノベー
ション志向のプロジェクトが主流になっており、このような企業に新しい価値をもたらす投資型の
プロジェクトにおいては、発注者企業もプロジェクトの新規性や不確実性から、要件を定義するの
はさらに難しくなっています。

ビジネスを理解した要件化には、ビジネスアナリシス(BA)が必要

この課題に対応するには、日本の発注者企業においては、変革をリードできる人材、受注者企業
においては、ユーザーのビジネスを理解をして一緒に要件に落とし込めるビジネスアナリシスのス
キルを持つ人材を育てていくのが急務です。欧米では事業計画と情報システムをつなぐエンタープ
ライズ・アーキテクト、ビジネス・アーキテクトが、変革型プロジェクトの重要なメンバーとして
活躍しています。

IIBA®日本支部では、DX時代のビジネスアナリストの育成や、企業文化の変革を支援する施策を
用意しております。IIBA®の法人スポンサーとして、共にDX時代を切りひらいて行きませんか。

IIBA®日本支部は、2008年12月に発足し、日本でビジネスアナリシスのプロフェッショナル・ス
タンダードと実践を普及することにより、IIBA®ミッションと目標を促進します。継続的な専門的
能力の開発を、様々な活動、教育的啓発活動を通じて行います。

IIBA®(International Institute of Business Analysis)は国際的かつ中立的な立場でビジネスアナ
リシス(BA)の啓発を行う独立非営利団体です。2003年10月にカナダ トロントにて設立、世界に
120支部、約30,000人が活躍しています。(2019年現在)

IIBA®はビジネスアナリシスの国際団体です

IIBA®日本支部は日本で唯一のIIBA®窓口です

日本におけるBAの必要性

IIBA®日本支部
法人スポンサー加入のご案内



特 典 プレミアムスポンサー
(年会費:50万円)

一般スポンサー
(年会費20万円)

BA
人材育成

研究会/ワーキンググループへの参加・発表 10名まで／年間 ５名まで／年間

支部主催のセミナー/イベント参加費用の割引 無制限 3０名まで

支部主催セミナー(CBAP受検説明会/BABOK®入門)の
オンサイトでの実施(講師派遣) 〇 －

社内BA推進活動支援(BA、DXの啓発 等) 年1回半日 －

BABOK®日本語版の割引価格での販売 〇

BABOK®日本語版電子データ(PDF)の無償配布 〇 －

マーケ
ティング

イベントスポンサー費用割引
イベントパンフレットロゴ掲載 〇 －

支部サイト上での企業ロゴ掲載とHPへのリンク 〇 名称のみ掲載

BA日本支部スポンサーコミュニティへの参加
(２回実施/年) 〇

BA情報
提供

支部メールマガジンでのBA関連情報の提供 〇

支部サイトの会員専用ページの閲覧権限の提供 〇 (代表ID)

理事会へオブザーバーとして出席(1回/月) 〇 (２名まで)

BABOK®(Business Analysis Body of knowledge®)ガイドはIIBA®

がまとめたビジネスアナリシスの知識体系です。
最新版では前版のプロジェクトにおけるビジネスアナリシスから範
囲が拡張され、アジャイル開発、ビジネスプロセス管理、ビジネス
インテリジェンス、ビジネスアーキテクチャまで定義され、より実
践的となっています。

BABOK®に対応したビジネスアナリシス国際資格の上位資格が日本
語で受験可能です。

お問い合わせ先:IIBA®日本支部
Eメール :info@iiba-japan.org
事務局所在地 :〒103-0032 東京都港区六本木4-1-4 黒崎ビル8F

※2019.10.31改訂/2020年度より適用

法人スポンサー特典

ビジネスアナリシスの知識体系ガイド

ビジネスアナリシスの国際資格


